
安全なダイビングのための

セーフティガイド

Ｃカード協議会

応急手当て（ファーストエイド）
Basic life support  -  CPR & First aid, AED 

ダイバー認定を受けたら「救急法講習」
を受けましょう。普段の生活でも役立つ
救急法・応急手当て講習はダイビングス
クールで受講できます。

ダイビング中だけではなく、日常生活においても救急法スキルを身
につけましょう。海で遭遇する簡単なケガの対処法や、心肺蘇生法
（CPR）、AED（自動対外式除細動器の使い方 )、酸素供給法を取得し
ておきましょう。

海は感染しにくい環境です
が、移動中や屋内施設では十
分に感染対策をしましょう。

感染症対策にも注意しましょう

レジャーダイビング認定カード普及協議会
Recreational diving certification card promotion council

新型コロナウイルス関連記事一覧が
DAN JAPAN のホームページに掲載さ
れています。ブログトップの医療関連・
安全情報をご覧ください。

溺れた人への応急処置
・ 呼吸を確認する。水を吐かせるより心肺蘇生や人
工呼吸を優先する。

・ できる限り早く陸上（ボート）に引き上げる。
・ 呼吸が確認できない、普段通りの呼吸でない場合
は胸骨圧迫を行う。可能なら人工呼吸も行う（溺
水や窒息の場合は望ましい）。

・ AEDがあれば使用する。

Ｃカード協議会加盟
加盟教育機関一覧

・ 密集を避け、適切な対人距離をとる。
・ 必要に応じてマスク着用を推奨する。
・ こまめな手洗い、アルコールなどで手指衛生を徹
底をする。

・ むやみに手で顔を触らない。
・ 自分自身の健康管理に注意する。
・ 持病のある人は十分に管理・注意をする。
・ ダイビング施設内の飲食に際してマスクが着用で
きないことに留意し、適切な距離方向を意識し、
大きな声で喋らない。

・ 飲酒機会においては注意する意識が希薄になりや
すいため特に注意する。






